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　2022年9月にアドバイザー会議を実施しました。3名
のアドバイザーに本年度前半の活動について報告。また、
2023年度の活動計画案をお伝えしたうえで、活発な意
見交換を行ないました。
　ご参加いただいた沖大幹さん、陣内秀信さん、鳥越皓
之さんからは、さまざまな視点でセンター活動全般に関
するアドバイスをいただきました。
　アドバイザーの方々の貴重なご意見を参考に、2023
年度以降のセンター活動をより有意義なものにするよ
う努めてまいります。

　2022年9月、ミツカングループ社員向けの新企画として「ミツカ
ンの水づかいプロジェクト」を実施しました。
　講師に水ジャーナリストの橋本淳司さんを迎え、オンライン講演
（9月5日）と、ミツカン最大の食酢生産量を誇る栃木工場でのワー
クショップ（9月22日）の2回構成で実施しました。
　オンライン講演には約150名が参加し、「企業にとっての水リス
ク」「流域の水循環」「ウォーターポジティブの考え方」などを学び
ました。

　ワークショップには20名が参加し、「栃木工場の水づかいを循
環型・持続可能なものにするためにはどうしたらいいか？」を、さま
ざまな部門の社員が考え、チームごとに発表する貴重な機会とな
りました。
　このような、社員が自社の事業活動における「水」の重要性を再
認識し、「水」に関する視野を広げる企画を継続していくことで、
「人と社会と地球の健康」の実現に向かう「水づかい」につなげて
まいります。

　1995年に調査を開始した「水にかかわ
る生活意識調査」は、日常生活と水のかか
わりや意識を明らかにすることを目的とした
定点調査です。28回目を迎えた2022年度
は、東京圏（東京、神奈川、埼玉、千葉）、大
阪圏（大阪、兵庫、京都）、中京圏（愛知、三
重、岐阜）の在住者1500名を対象に実施し、
集計結果をHPで公開しています。
　近年は生活者と水の距離が遠くなってい
る傾向が見られるため、今回の調査では水
への関心や感謝、水に関する体験や経験な
ど、水そのものに対する意識と実態を把握す
るため、生活者の水への関心度をより浮き
彫りにする設問を追加するなど設問構成を
見直しました。また、調査結果に関して、今回
も当センターのアドバイザーである沖大幹さ
んに解説していただきました。
　まだご覧になったことがない方には、ぜひ
一度目を通していただければと思います。
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「水にかかわる生活意識調査」HPで公開中
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アドバイザー会議を実施しました！

「ミツカンの水づかいプロジェクト～栃木工場篇～」開催
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chousa/ishiki/2022.html
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水への意識 
 

Ｑ.水への関心度は︖（6択） 
Ｑ.水は⼤切だと思うか︖（6択） 
Ｑ.水のありがたさを感じているか︖（6択） 
◇水への意識は、⼤切さ＞ありがたさ＞関心。 
まず、水にどの程度関心があるか聞いたところ、「とても関心がある」10.7％、「関心がある」23.5％、「やや関心が
ある」30.4％となり、これらを合計した“関心あり層”は64.6％でした。 
次に、水は⼤切だと思うかをたずねたところ、「とてもそう思う」（55.8％）が半数を超え、「そう思う」（27.5％）、
「ややそう思う」（11.3％）を合わせた“⼤切だと思っている人”は、全体の94.6％を占めました。 
また、水のありがたさを⽇々の⽣活で感じているかについては、「とても感じている」（33.7％）、「感じている」
（31.5％）、「やや感じている」（21.3％）を合計した“ありがたさを感じている人”が86.5％でした。 
これらの結果を⾒⽐べると、⼤切さは⼤多数の人が認識しているものの、「ありがたさ」という感謝の気持ちになると
若⼲減少、関心がある人はさらに少なくなり、“⼤切さ＞ありがたさ＞関心”といった傾向がみられました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｑ.水について関心がある事柄は︖（29択+その他+あてはまるものはない） 
◇「水道料⾦」と「節水や水の再利⽤」が2⼤関心事。 
水に関するさまざまな事柄を選択肢にあげ、関心があることを選んでもらったところ、1位「水道料⾦」（46.3％）、
2位「節水や水の再利用」（46.2％）が、ともに4割を超える2⼤関心事となり、以下は3位「水道水の味」
（31.5％）、4位「水による災害」（26.5％）、5位「水道水の成分や安全性」（25.5％）と続きました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｑ.水に関する体験や経験の有無は︖（それぞれ2択） 
◇「水辺でよく遊んだ」「水の⼤切さを教わった」が4割台。 
水にまつわる体験や経験に関する項目について、それ
ぞれの体験・経験有無をたずねたところ、「はい」が最
も多かったのは、「⾃宅の水道料⾦を把握している」
（63.5％）で、「子どもの頃に水辺でよく遊んだ」
（46.9％）や「子どもの頃に授業や家庭で水の⼤
切さについて教わってきた」（43.9％）が4割台、
「川や海の清掃など水に関する活動に参加したことが
ある」（21.9％）や「⾃分の家庭で使っている水の
水源地を訪ねたことがある」（20.1％）は2割程度
でした。また、「断水や渇水を経験したことがある」人は
38.1％、「被災により水で困った経験がある」人は
16.7％となりました。 
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ミツカン東京ヘッドオフィスで実施したアドバイザー会議

栃木工場でのワークショップと栃木工場の見学。円内は講師をお願いした水ジャーナリストの橋本淳司さん
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ミツカン水の文化センター機関誌

水の文化 第72号
ホームページアドレス

https://www.mizu.gr.jp/

※禁無断転載複写転売

『水の文化』72号のアンケートにご協力く
ださい。機関誌『水の文化』をより充実した
ものにするため参考とさせていただきます。

回答はこちらから

今号の取材で巡った温泉地のお土産
を抽選で9名の読者に差し上げます。
右の「72号アンケート」にWebから回
答のうえ、ご応募ください。なお、お土
産への応募期限は2022年12月31日
（土）とさせていただきます。

③黒川温泉「よもぎ石鹸＆入浴剤」

3名

https://forms.office.com/r/JvjWraauss

皆さまからの感想、
情報をお待ちしています ！

温泉地取材のお土産をプレゼント！

アンケート用紙をお持ちの方は
下記へご返信ください。

ＦＡＸ：03（6784）3056
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②城崎温泉麦わら細工の「しおり」

3名

①酸ヶ湯温泉「酸ヶ湯 温泉石けん＆入浴剤」

3名


